
2018年度 活動報告 

 

1．理事会 

代表：長田暁子（小児看護）、副代表： 長谷川久巳（がん看護）  

理事：浅野浩子（母性看護）、井上 敦子（家族支援）、伊波早苗（慢性疾患看護）、 

東めぐみ（慢性疾患看護）、鹿内あずさ（地域看護・在宅看護）、藤田冬子（老人看護）、 

宇都宮明美（急性・重症患者看護）、高橋 知子（感染症看護）、寺岡征太郎（精神看護） 

監事：桑田美代子（老人看護）、渡邉眞理（がん看護） 

1）入退会申請、予算・決算、選挙・委員会規程の審議 

2)委員会運営、分野活動、予算・決算の審議 

3）学術集会開催の計画 

 

2．事務局 

理事：高橋知子（感染症）、寺岡征太郎（精神）  

１)事務代行（あゆみコーポレーション）と連携し、会員登録情報の管理  

2)各分野事務局、会員、関係者との連絡調整、問い合わせ対応  

3)役員会、総会開催に伴う事務業務 

4）新規認定者、養成機関への入会案内の郵送 

 

3．臨床能力向上委員会 

委員長：伊波早苗（慢性）  

委員：山内洋子（がん）、小池賀津江（がん）、青栁秀昭（がん）、菅原亜有美（精神）、大島泰子（精神）、 

長内さゆり（在宅）、新家静（地域）、橋本裕（老人）、杉原陽子（老人）、鶴巻香奈子（小児）、 

田村恵美（小児）、吉森容子（母性）、金英仙（母性）、高津咲恵子（慢性疾患）、 

西村はるよ（慢性疾患）、高橋紀美子（急性・重症患者）、山岡綾子（急性・重症患者）、 

伊藤恭子（感染症）、武田由美（感染症）、藤原真弓（家族支援） 

 1）第 7回 CNSキャリアアップセミナーの開催 

    講演「役割獲得に向けた組織分析と方略～教育に着眼して～」 

    リレートーク：CNS による教育に関する取組み 

グループワーク：2病院の組織情報から組織分析を行い、教育方略を検討  

2)第 6回 CNS看護学会におけるスキルアップセミナーの開催  

テーマ「複雑困難なケースにおける倫理調整技術の獲得〜倫理的課題の明確化と多職種と協働する 

調整技術を学ぶ〜] 

3)第 6回 CNS学会での交流集会の企画  

テーマ「ラダーレベルを通して高度実践看護における自己の課題をみつけよう」 

4)CNSラダーの改訂 

 

4．専門看護師活用促進委員会  

委員長：東めぐみ（慢性疾患） 

副委員長：石原ゆきゑ（老人）、須森未枝子（慢性疾患） 

委員 ：浅田祥子（母性）、深澤友子（母性）、杉江礼子（がん）、柏田孝美（がん）、津村明美（がん）、 

     服部聖子（がん）、松本美香（精神）、福山敦子（精神）、大谷玲子（地域）、古谷和紀（老人）、 

石井由美（小児）、三浦由紀子（小児）、田中亜由美（慢性）、川村美樹（急性・重症患者）、 

上澤弘美（急性・重症患者）、寺坂陽子（感染症）、中村麻子（感染症）、石渡未来（家族支援） 

 1）PR 活動：全体ポスター・分野別ポスターの更新、学会等での配布準備、HPへの掲載 

2）2019年度「専門看護師の活用促進に関する実態調査」の準備  



3）第 6回日本 CNS看護学会パネルディスカッションの企画  

4）求人対応 

 

5．研究成果提言委員会 

委員長：鹿内あずさ（地域）、会計：山元智穂（老人） 

委員：久山幸恵（がん）、嶋田やよい（がん）、橋本理恵子 （がん）、古沢祐子（がん）、則村良（精神）、 

行田菜穂美（地域）、 桑原良子（老人）、山元智穂（老人）、中澤淳子（小児）、山田咲 樹子（小児）、 

足立静（母性）、緒方あかね（母性）、佐藤陽子（母性）、市川美生（慢性疾患）、加藤かほり（慢性疾

患）、米田昭子（慢性疾患）、豊 崎曜子（慢性疾患）、二藤真理子（急性・重症患者）、宮崎聡子（急

性・重症患者）、山本小奈実（急性・重症患者）、新改法子（感染症）、長崎由紀 子（感染症）、 

児玉久仁子（家族支援）、野々山敦夫（家族支援） 

 1）第 6回日本 CNS看護学会における政策セミナーの企画 

テーマ「あらゆる世代のウェルビーイングを達成するために〜ミクロとマクロの視点から〜」 

2)CNSの研究及び文献レビューシステムの検討 

 

6．編集委員会 

委員長 ：藤田冬子（老人）、副委員長：寺岡征太郎（精神） 

委員：角甲純（がん）、木口綾子（在宅）、曽我智子（地域）、玉田田夜子（老人）、相墨生恵（小児）、 

河俣あゆみ（小児）、早瀬麻観子（母性）、髙橋奈美（慢性疾患）、野村美紀（急性・重症患者）、 

長富美惠子（感染症）、山内文（家族支援） 

 1）投稿規定、査読ガイドラインを精査点検し、編集作業委託業者(青海社)と連携 

 2)日本 CNS看護学会誌第 5巻以降を電子ジャーナルとし、J-STAGEへの掲載システムを整備 

3) 2018年度選任査読者への委嘱手続き 

4)第 6回日本 CNS看護学会教育セミナーの企画 

 テーマ「高度実践看護師が行う看護研究～EBPの取り組みから新たな知見を創造する～」 

 

7．将来構想委員会 

委員長：宇都宮明美（急性・重症患者） 

委員：入澤裕子（がん）、海津未希子（がん）、武用百子（精神）、竹森志穂（地域）、高道香織（老人）、 

関根弘子（小児）、濱田恵美子（母性）、中尾友美（慢性疾患）、高橋由美（慢性疾患）、 

比田井理恵（急性・重症患者）、富樫ふみ（感染）、中井美喜子（家族支援） 

1)役員選挙に関する細則・内規の作成 

2）委員会細則の作成 

3)選挙管理委員会からの選挙に関する問い合わせへの対応 

 

8．選挙管理委員会 

委員長：中村雅美（慢性疾患） 

委員：竹原歩（精神）、千葉貴子（母性）、二宮由紀恵（がん）、八木彩子（急性・重症患者） 

 1）2018年度社員（評議員）選挙、監事選挙の実施 

 2)2018年度理事選挙の実施 

 

9．第 5回日本 CNS看護学会の開催 

会期：2018年 6月 2日（土） 

会場：大田区産業プラザ PiO 

大会長：岡本充子（老人看護） 

テーマ：超高齢多死社会を支える高度実践看護 専門看護師の真価を問う 


